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・上サロベツ自然再生事業における位置づけ

・緩衝帯
（１）緩衝帯の概要

（２）モニタリング結果

（３）2020年度（事業完了年）のモニタリング計画

・沈砂池
（１）沈砂池の概要

（２）モニタリング結果

（３）2020年度（事業完了年）のモニタリング計画

・まとめ
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緩衝帯 沈砂池

上サロベツ自然再生全体構想

土砂流入と水質汚濁

湿原植生の
再生・創出

泥炭採掘跡
の再生

砂丘林帯湖沼群
の水位低下

湖沼群の
水位低下の抑制

湿
原
や
河
川
下
流
域
に
対
す

る
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減
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地
等
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ペンケ沼とその周辺の
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高
層
湿
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湿
原
と
隣
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農
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存
に

向
け
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サ
サ
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抑
制
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策
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川
放
水
路
南
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の

乾
燥
化
対
策

目標 上サロベツ湿原の保全

湿原の乾燥化

湿原内地下水位の保持 流出土砂の軽減
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（事業実施前：緩衝帯設置前）

緩衝帯の目標

農地と湿原の隣接箇所において、農地では適度の地下水位を保持し、湿原地

下水位は現状よりも低下させないことを目標とする。

牧草地
湿　原

湿原と農地の
境界にある排水路

農地 湿原

牧草地

事業実施前の地下水位
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（事業実施後：緩衝帯設置後）



阿沙流

徳満

円山

落合

サロベツ

豊徳

① 農地と湿原の間に防風
林等がある区間

② 農地と湿原の間に民有
地がある区間

③ 農地と湿原の間に河川
が流下している区間

④ 農地と湿原の間に舗装
道路がある区間

⑤ 農地と湿原の間に耕作
道路がある区間

⑥ 農地と湿原の間に土盛
がある区間

⑦ 農地と湿原が隣接している区間

緩衝帯設置位置は「⑦農地と湿原が隣接する区間」である
６箇所、約１０kmとした。

現在までにすべての

緩衝帯が施工済み
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１）地下水位調査
移行方針：各緩衝帯１２～１７孔の観測地点を７孔に絞り込む
移行時期：緩衝帯の効果が確認できた翌年（緩衝帯設置後２年を目途に確認）

２）植生調査

移行方針：調査地点を５地点に絞り込み、１地点あたり３区画で調査
移行時期：地下水位調査の移行時期と同時期

4

モニタリングの移行による絞り込み箇所概念図

地下水位観測孔
(一期調査の12～17孔のうち

右図の7孔)

地下水位観測孔

[地下水位調査]

[植生調査(コドラート調査)]
調査区画

(一期調査の40区画程度のうち
右図の15区画)

①
③ ⑤④

⑥ ⑦
緩衝帯牧草地

湿原

排水路

旧排水路

②

1 2 3 4 5

植生調査区画

農地
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25m
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１）湿原の地下水位保持効果の確認

落合緩衝帯(北) 年平均地下水位(一期調査)

• 牧草地の地下水位は、排水路及び暗渠整備後、低い水位を維持している。
• 湿原の地下水位は、例年と同程度の位置にある。
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2007年～2017年は5月～11月平均、2011年は欠測※観測ラインは暗渠から2m離れ



豊徳緩衝帯 年平均地下水位(一期調査)
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2007年～2017年は5月～11月平均
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• 牧草地の地下水位は、暗渠整備(2018年度)後、低い水位を維持している。
• 湿原の地下水位は、例年と同程度の位置にある。

2007年～2018年は5月～11月平均

FLOW



落合緩衝帯(南) 年平均地下水位(二期調査)
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• 牧草地の地下水位は、排水路及び暗渠整備後、低い水位を維持している。
• 湿原の地下水位は、例年と同程度の位置にある。



地盤高：2013年
新排水路整備後：2013年
暗渠整備後：2013年
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阿沙流緩衝帯 年平均地下水位(二期調査)

2010年～2017年は5月～11月平均、2012年は欠測

• 牧草地の地下水位は、排水路及び暗渠整備後、低い水位を維持している。
• 湿原の地下水位は、例年と同程度の位置にある。



湿原の奥側での地下水位出現頻度（5月～11月）

・排水整備前後の地下水位の変動状況に大きな変化はない。
・よって、緩衝帯が湿原の水位を保持する効果を発揮している。
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阿沙流緩衝帯 日平均地下水位の深度別出現頻度図（湿原の奥側）

湿原（奥側)：-27.0m地点 地盤高(GL)

※1 2012年は施工中のため欠測
※2 深度は各年の地盤標高を基準としている

排水整備前(緩衝帯設置前)
2009年 2010年 2011年 2013年 2018年 2019年

排水整備後(緩衝帯設置後)
2014年 2015年 2016年 2017年
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湿原の旧排水路側での地下水位出現頻度（5月～11月）

・排水整備前の地下水位は、地表面下20cm～60cmに分布していた。
・排水整備後の地下水位は、排水整備前に比して、変動幅が小さく、より地表面
に近い分布を示す。

・よって、緩衝帯が湿原の水位を保持する効果を発揮している。
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阿沙流緩衝帯 日平均地下水位の深度別出現頻度図（湿原の旧排水路側）

湿原（旧排水路側)：-1.70m地点 地盤高(GL)

※1 2012年は施工中のため欠測
※2 深度は各年の地盤標高を基準としている

排水整備後(緩衝帯設置後)
2019年2017年 2018年2016年2014年 2015年

排水整備前(緩衝帯設置前)
2009年 2010年 2011年 2013年
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牧草地の地下水位出現頻度（5月～11月）
・排水整備前の地下水位は、地表面付近から地表面下30cm程度に分布してい
た。

・暗渠排水整備後の地下水位は、計画での常時地下水位（地表面下60cm）付近
にあり、適度な地下水位を保持している。
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阿沙流緩衝帯 日平均地下水位の深度別出現頻度図（牧草地）

牧草地：38.3m地点 地盤高(GL) 計画常時地下水位(GL-0.6m)

※1 緩衝帯設置前の地下水位が、地表面より上に多く分布しているのは、水位計設置地点が周辺と比べて凹部となっているためと考えられます。
※2 2012年は施工中のため欠測
※3 深度は各年の地盤標高を基準としている
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排水整備前(緩衝帯設置前)
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0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30

2007 2 1 1 + 1 + 1 0 0 0 + + 0 + 4 3 1 + + 1 1 1 1 2 1 2 3 4 2 4

2008 2 2 1 + + 1 1 0 0 0 0 0 0 + 3 3 1 1 1 1 2 2 1 2 2 2 3 3 2 3

2009 3 3 3 2 1 2 3 2 2 0 1 1 0 3 2 2 1 + + 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 3

2010 4 3 3 2 2 2 3 2 + 2 + + + 4 3 1 1 + + + 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2

2011 2 2 2 2 1 2 2 1 0 2 + 1 1 2 5 2 + + + + 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 24～26 26～28 28～30

2013 + + 2 + 1 + + + + 1 1 1 1 1 1 1 2 3 2 1 + 3 3 2 4 5 2 1 + + + 1 1 2 3 2 2 3 3 2 2

2014 + + + 1 1 1 + 1 0 1 1 1 1 1 1 3 1 2 2 + + 1 1 2 4 5 3 2 1 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2

2015 1 1 1 2 2 3 5 5 5 3 2 1 2 2 2

2016 3 2 2 2 1 2 3 4 4 3 2 2 2 2 2

2017 2 2 2 3 1 3 4 4 5 4 2 2 2 2 2

2018 2 2 2 2 1 2 4 4 3 3 2 1 2 2 2

2019 2 2 2 2 1 2 3 4 5 3 1 1 2 1 1

ツボスミレ ヨシ ヨシ

設
置
後

旧
排
水
路

排
水
路

ヨシ

実
施
後

排
水
路

湿生植物
（最大）

ハイキン
ポウゲ

実
施
前

設
置
前

農地保
全工

緩衝
帯

調査年
農地 緩衝帯 湿原

農地保
全工

緩衝
帯

調査年
農地 湿原

・湿原では、緩衝帯設置後、湿生植物※1の優占度※2に大きな変化はみられない。
・緩衝帯では、緩衝帯設置後、旧排水路側で湿生植物の優占度が増加している。

阿沙流緩衝帯 湿生植物の優占度

２）周辺植生への影響の確認
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※1 湿生植物：北海道の湿原と植物(2003、辻井、橘ら)に記載の植物（チマキザサ、クサヨシを除く、ミズコケ類を加える）
※2 優占度は、各コドラート内で最も優占している湿生植物（最大種）の優占度である

1
52 3 4

0 + 1 2 3 4 5湿生植物の優占度（最大種）



• サロベツ緩衝帯は設置後2年間が経過したため、次年度より二期調査へ移行す
る。

• 落合緩衝帯（北）の地下水位観測は、実証試験地として最も長い観測データを
有することから一期調査を継続する。
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緩衝帯
農地

保全工
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

降水量調査
地下水位調査

排水路水位調査

植生
調査

阿沙流 阿沙流緩衝帯

緩農

二期 二期

徳満緩衝帯(北)

緩農 緩

二期 二期

徳満緩衝帯(南) 2013
2013～
2016

緩農 農 農

二期 二期

落合緩衝帯(北)
【実証試験地】

2006 2011

緩 農

一期 二期

落合緩衝帯(南)

緩農

二期 二期

円山 円山緩衝帯 2009 2013

緩 農

二期 二期

サロベツ サロベツ緩衝帯

緩農

二期 二期

豊徳
豊徳緩衝帯
【実証試験地】

2006
2018～
2019

緩 農 農

一期 二期

：事業実施前 　：事業実施年 緩：緩衝帯 地下水位観測 　水質調査

：事業実施途中（緩衝帯のみ） 農：農地保全工  植生調査 　ササ調査

：事業実施後（緩衝帯+農地保全工） 泥炭土層調査 　生物調査

　　　調査内容の移行

2012

徳満

2009、2012

落合

2010～2011

2017

2020年度モニタリング計画

実施計画に基づく調査

緩衝帯名 観測ライン名

事業実施年度 年度

休止

休止

休止

休止

休止

完了

完了

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行

移行





沈砂池のイメージ

沈砂池の目標

農地及び農業用排水路からペンケ沼及びサロベツ川等への土砂流出量の軽減

を図ることを目標とする。

2018年度までに全22路線
で沈砂池を設置済み
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調査路線の選定

・土質、傾斜、土地利用から流域
特性をＡ～Ｄの４タイプに分類し、
調査可能期間等を考慮して、調査
路線を選定した。

排水路のタイプ別区分
流域特性

タイプ
タイプ分けの条件 路線数 排水路名

鉱質土主体

傾斜3度以上主体

林地30％未満、裸地1％以上

鉱質土主体

傾斜3度以上主体

林地30％以上、裸地1％未満

泥炭主体

傾斜3度未満　概ね90％以下

林地30％未満

泥炭主体

傾斜3度未満　概ね100％

林地30％未満

A 1路線 豊徳

B 7路線

芦川、徳満、開源、

兜沼東、豊栄第2、
豊栄第3、豊栄第4

C

清明第1・第2、

十一幹線、新生、
豊里第1、豊里第2、

豊里第3、豊栄第1、
円山

9路線

D 5路線

落合南、落合北、

阿沙流、落合東、
西豊富

※赤文字は調査対象路線
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芦川排水路

(H22年完成)

十一幹線排水路

(H21年完成)

新生排水路

(未施工)

豊徳排水路

(H24年完成)

落合南排水路

(H21年完成)

清明第1号排水路

(H22年完成)

Ｎ

（2017年完成)

（2012年完成)

（2009年完成)

（2009年完成)

（2010年完成)
（2010年完成)



１）堆積土砂量の変化
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堆積可能容量 209ｍ3
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2019年7月3日

土砂上げ量 84.3m3
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落合南排水路(Dタイプ)

堆積可能容量 311ｍ3

2012年8月29日
土砂上げ量 58ｍ3

0 0

152

310

355
415 438

442
438 442

2017年9月
土砂上げ量 325ｍ3

147

446

2019年7月10日

土砂上げ量 108m3

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2018年 2019年2016年 2017年
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豊徳排水路(Aタイプ)

堆積可能容量 49ｍ3
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十一幹線排水路(Cタイプ)

堆積可能容量 152ｍ3

23
17 17

43
101 131

187
215 220

278 299
316
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２）2019年度までの累計捕捉土砂量

・沈砂池全体で累計約2,722 m3の土砂を捕捉しており、湿原や河川下流
域に対する負荷を軽減している。

18

1 芦川 2010 209 82 (通常) 249 2013,2019年

2 十一幹線 2009 152 57 (通常)

3 落合南 2009 311 127 (通常) 491
2012,2017,

2019年

4 清明第1号 2010 122 77 (通常) 216 2013,2019年

5 豊徳 2012 49 15 (通常)

6 新生 2017 128 33 (通常)

7 円山 2010 331 60 (簡易) 306  2017年

8 落合北 2009 184 61 (簡易)

9 徳満 2009 226 76 (簡易) 202 2019年

10 豊里第3号 2011 126 3 (簡易)

11 阿沙流 2012 403 64 (簡易)

12 落合東 2012 100 8 (簡易)

13 豊栄第1号 2012 270 42 (簡易)

14 豊栄第2号 2012 78 19 (簡易)

15 豊栄第3号 2012 97 73 (簡易)

16 豊栄第4号 2013 85 29 (簡易)

17 豊里第1号 2013 62 67 (簡易) 65  2017年

18 豊里第2号 2013 87 23 (簡易)

19 清明第2号 2014 35 11 (簡易)

20 開源 2016 65 26 (通常) 53 2018年

21 兜沼東 2017 71 73 (通常) 113 2019年

22 西豊富 2018 23 1 (通常)

：2019年土砂上げ

1,027

堆積土砂量(m3)

土砂上
げ量

(m3)

土砂
上げ年

2,722合計

小計

No 排水路名
沈砂池容量

(m
3
)

完成年度

1,695
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実施方針① 実施方針② 実施方針③ 実施方針④

1 芦川排水路 2010 継続 - - -

2 十一幹線排水路 2009 継続 - - -

3 落合南排水路 2009 継続 - - -

4 清明第1号排水路 2010 継続 - - -

5 豊徳排水路 2012 継続 - - -

6 新生排水路 2017 継続 継続 継続 継続

7 円山排水路 2010 継続(簡易) - - -

8 落合北排水路 2009 継続(簡易) - - -

9 徳満排水路 2009 継続(簡易) - - -

10 豊里第3号排水路 2011 継続(簡易) - - -

11 阿沙流排水路 2012 継続(簡易) - - -

12 落合東排水路 2012 継続(簡易) - - -

13 豊栄第1号排水路 2012 継続(簡易) - - -

14 豊栄第2号排水路 2012 継続(簡易) - - -

15 豊栄第3号排水路 2012 継続(簡易) - - -

16 豊栄第4号排水路 2013 継続(簡易) - - -

17 豊里第1号排水路 2013 継続(簡易) - - -

18 豊里第2号排水路 2013 継続(簡易) - - -

19 清明第2号排水路 2014 継続(簡易) - - -

20 開源排水路 2016 継続(簡易) - - -

21 兜沼東排水路 2017 継続 継続 - -

22 西豊富排水路 2018 継続 継続 - -

22箇所 3箇所 1箇所 1箇所

通過土砂の
連続観測

降雨時採水
(VSS・SS･
濁度分析)

堆積土砂
計測

堆積土砂
土質試験

(粒度組成等)

合計

№ 沈砂池
完成
年度

【実施方針① 堆積土砂計測】
• 代表路線は通常調査（深浅測量）で継続
実施する。

• 代表路線以外の路線は完成後３年間は通
常調査を実施し、その後、事業完了後を見
据えた簡易測定方法に移行する。
(西豊富排水路の調査は完成後2年間)

【実施方針② 堆積土砂土質試験】
• 完成後３年間は継続実施する。
(西豊富排水路の調査は完成後2年間)

【実施方針③ 通過土砂の連続観測】
• 代表路線（新生排水路）は完成後３年間は
継続実施する。

【実施方針④ 降雨時採水】
• 代表路線（新生排水路）は完成後３年間は
継続実施する。



【緩衝帯】
・湿原内の地下水位は保たれており、緩衝帯の湿原地下水位
保持効果は発揮されている。

【沈砂池】
・沈砂池全体で累計約2,722㎥の土砂が捕捉されており、
下流域への流下土砂軽減効果は発揮されている。

【農業生産基盤整備完了後のモニタリング計画（案）】
・これまでのモニタリング結果を踏まえ、豊富町及びサロベツ農事
連絡会議と協議の上、モニタリング計画（案）を取りまとめ
る。
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上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

変更なし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

変更なし。 
 
 

 
※ 第 1 章、第 2 章、第 3 章および第 5 章に変更なし。 
 
※ 第 4 章第 2 節のうち、農業生産基盤整備完了後のモニタリング項目について、農業生産基盤整備

中のモニタリングの結果を踏まえて、豊富町とサロベツ農事連絡会議の連携により実施可能なモニ

タリング内容に変更を行った。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

変更なし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 

頻　度 備　考項　目 内　容

概況調査

降水量調査

湿原、旧排水路及び緩衝帯の状況を目視確認

豊富アメダスデータの整理
降水量と地下水位の関係
を把握

旧排水路の水位から、湿
原と緩衝帯の地下水位の
状況を把握

湿原、旧排水路、緩衝帯
の変状の有無を確認（写
真撮影）

概況調査で例年
と異なる状況が

年1回

地下水位調査 排水路水位観測（旧排水路）

湿原と緩衝帯のササの状
況を把握

景観変化を把握（写真撮
影）

植生調査

湿原及び緩衝帯の植生調査（指標種：ササ）

湿原及び緩衝帯の景観調査

と異なる状況が
認められたとき

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モニタリング項目（農業生産基盤整備完了後）実施機関：豊富町、サロベツ農事連絡会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 頻度については、冬期間を除く。 
 
（4）モニタリングによる検証 

変更なし。 
 

2．沈砂池 
 

変更なし。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モニタリング項目（農業生産基盤整備実施期間中） 実施機関：稚内開発建設部、豊富町、 
サロベツ農事連絡会議 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モニタリング項目（農業生産基盤整備完了後）実施機関：豊富町、サロベツ農事連絡会議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（5）順応的管理手法の適用 
 

変更なし。 
 
 
 

 
 

項　目 細　分 観測頻度 用　途

堆積土砂 堆積土砂量 年1回を基本として実施
沈砂池による土砂捕捉
効果を把握

除去土砂 除去土砂量 維持管理時に実施
維持管理による土砂除
去効果を把握

内　容

土砂の堆積状況を目視確認

一次堆積場所での土砂量の計測



上サロベツ自然再生事業 農業と湿原の共生に向けた自然再生実施計画書（緩衝帯・沈砂池） 現変対比表 
 

現 計 画                                       変 更 計 画 （案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
変更なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


